
科
学
的
介
護
と
自
立
支
援
型
介
護 施

設
長 

 

金
澤 

健
至

 

風
薫
る
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
の
玄
関
軒
に

は
今
年
も
ツ
バ
メ
が
巣
を
つ
く
り
、
元
気
に
餌
を
ね
だ
る
雛
鳥
の

姿
は
す
っ
か
り
風
物
詩
と
な
っ
て
、
訪
問
さ
れ
た
方
々
も
目
を
細

め
て
し
ま
い
ま
す
。 

さ
て
、
全
国
の
老
人
福
祉
施
設
で
組
織
さ
れ
る
「
全
国
老
施

協
」で
は
、
こ
れ
か
ら
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
目
指
す
べ
き
指

標
と
し
て
「
科
学
的
介
護
」
を
掲
げ
、
「
高
品
質
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
５
つ
の
ゼ
ロ
（
お
む
つ
・
骨
折
・
胃
ろ
う
・
拘
束
・
褥
瘡
）
」
と

「
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ
た
４
つ
の
自
立
支
援
（
認
知
症
・
口

腔
・
看
取
り
・
リ
ハ
ビ
リ
）
」
を
二
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま

す
。 ユ

ー
ア
イ
ホ
ー
ム
で
は
「
拘
束
」
と
「
褥
瘡
」
の
ゼ
ロ
が
ほ
ぼ
達
成

さ
れ
、
ま
た
、
ケ
ア
チ
ー
ム
に
よ
る
「
認
知
症
ケ
ア
」
の
実
践
が
す

す
み
、
さ
ら
に
前
年
度
か
ら
、
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
と
の
連

携
に
よ
る
「口
腔
ケ
ア
」が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
折
「
全
国
老
施
協
」
が
主
催
す
る
実
践
研
究
講
座
「
第

一
〇
期
介
護
力
向
上
講
習
会
（
二
五
年
度
全
国
一
三
会
場
）
」
で

は
「
自
立
支
援
型
介
護
」
を
『
ニ
ュ
ー
ケ
ア
』
と
呼
ん
で
“
入
所
す
る

と
元
気
に
な
る
介
護
”
と
し
て
次
の
４
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
基
本
項

目
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。 

① 

ト
イ
レ
も
し
く
は
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
で
「
排
便
」
す
る
こ

と
（排
尿
は
パ
ッ
ト
使
用
で
も
可
） 

② 

水
分
一
日
一
五
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
摂
取 

③ 

栄
養
一
日
一
五
〇
〇
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
摂
取 

④ 

歩
行
訓
練
の
徹
底
（
五
秒
つ
か
ま
り
立
ち
が
で
き
れ
ば
歩

行
器
歩
行
の
訓
練
を
お
こ
な
う
） 

こ
れ
ら
の
画
期
的
と
も
い
え
る
「ニ
ュ
ー
ケ
ア
」は
、
い
わ
ゆ
る
最

先
端
の
介
護
理
論
と
し
て
全
国
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
注
目

を
集
め
物
議
を
醸
し
て
い
ま
す
が
、
ユ
ー
ア
イ
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も

サ
ー
ビ
ス
改
善
会
議
で
取
り
上
げ
協
議
検
討
を
始
め
て
お
り
ま

す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
             

 
 
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
             

 
 

 

バババスススハハハイイイククク



読み聞かせボランティア交流会

もったいない図書館 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医務室だより 

を行いました♪ 

手作りのおやつは 

＜母の日膳＞ 

5 月の行事食 

＜こどもの日＞ 

・重ねちらし寿司 
・粽ごはん 

行事食がたくさんの 

・三色おはぎ 

５月でした♪ 

給食交流会は、 

・柏もちづくり 
・どらやき作り 

みなさんで 
楽しんでいただけました。 

格別だったようです♪ 



                                    
 
 
                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

デイサービスセンター舘山荘 
桜満開でばんざ～い！ 

こいのぼり完成！！ 

春の園遊会 

マナー豆に挑戦 

田植えゲームでばんざい！ 

むずかしいな～ 

せせらぎ荘だより 

5月8日晴天の中バスハイク(お花見ツアー)
に出かけました。 
矢祭山で満開のつつじを満喫し、風呂山公園

では‘つつじのトンネル’の中を散策…。 
昼食は、棚倉の御食事処にて舌鼓を打ち大満

足の様子でした。 

バスツアー毎日 
でもいいねぇ～ 



 

 

 

1.地域包括支援センターって？？ 

  地域包括支援センターは高齢者の皆さんの生活を支援するため、矢祭町から介護予防や相談

窓口などの仕事を委託された事業所です。 

2.実施業務について 

  地域包括支援センターでは、要介護認定の申請受付のほか、以下の業務を実施しています。

①自立して生活できるよう支援します 

  いつまでも自分らしくいきいきと地域で暮らすために、皆さんの今の状態にあった健康づく

りや介護予防のお手伝いをします。また、介護保険で要支援 1・2 の認定を受けている方には、

介護予防サービスを利用するための介護予防ケアプランを作成します。 

②皆さんの権利を守るお手伝いをします 

成年後見制度、虐待、消費者被害などのご相談をお受けします。 

③多方面から皆さんを支えます 

ケアマネージャーへの支援や地域・医療・福祉などのネットワーク 

づくりに取り組み、間接的に皆さんを支援します。 

④なんでもご相談ください 

介護保険だけでなく健康のこと、その他、暮らし全般についてなんでもご相談ください。 

【連絡先】 矢祭町地域包括支援センター 

０２４７－４６－３７７０ （専用ダイヤル） 

 

地域包括支援センターより 

☆居宅介護支援事業所より☆ 

「退院した後の生活が不安だ。」「廊下やトイ

レに手すりを付けたいんだけど。」・・・ユー

アイホーム居宅介護支援事業所では、いつで

も皆さまからの介護のご相談に対応いたし

ます。まずはご連絡ください。 

  

介護に関するご相談は・℡４６-３３８９

佐藤まで、いつでもお電話ください。

編
集
後
記 

走
り
梅
雨
に
漏
れ
、
木
々
の

緑
も
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
広
報
委
員

の
メ
ン
バ
ー
が
入
れ
替
わ
り
、

第
１
回
目
の
『
や
ま
ば
と
』
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
あ

ふ
れ
る
広
報
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。 

広
報
委
員
長

 

 

 

 

 

 

 

 

  この春 3 名の新たな戦力が加わりました。 

向かって左より、鈴木里美、鈴木来海、 

高沢はる香です。 

入居者様が楽しく快適な生活が送れますよう 

笑顔で元気に頑張ります。 

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

明るく元気な職場です 

一緒に働いてみませんか 

お問い合わせはユーアイホームまで 


